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17.CoherentRandomness

logisticeq･は,xn十 1-Axn(1-xn)という決定論的方程式に従いながらも,periodicity

だけでなく,あるパラメタAの範囲において chaosを示すものとして,きわめておもしろいも

のであり,いろいろな研究がなされている｡

ここで,､chaosを現わしている系と chaosを現わしている系をcoupleさせると,直観的には,

その合成系は chaosを示すであろう｡しかし,我々の問題意識はこれとは逆で,chaosと血aos

が何らかの意味で Hanti-phase"になっていたならば, chaosとchaosを結合させたときに,

chaosが死に, periodicityが生じるのではないか｡こういう問題意識のもとで,我々は,

identicalに2つの logisticeq.Sを dimlSiontypeに結びつけて調べてみた｡

xn+1-Axn(1-xn)+D(yn-xn)
yn+1- Ayn(1-yn)+D(xn-yn)

その結果, (A,D)の parameterspaceでの相図から以下の事柄が明らかになったO

(1)D-0のときに chaosを示したパラメタAの領域は,Dが増加するにつれて,そのサイ

ズをほぼ一定に保って,単調にシフトしている｡

(2)そのシフトしてきた領域の中に,periodicitytorus,そして chaosの相が生じている｡

以上の結果から,その領域の中だけに注目すると,"chaosとchaosが相殺してperiodicityが

現われる"という最初の予想が確められた｡また,リヤプノフ数の計算によって,周期性が発

生する様子をくわしく調べた｡
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1.超低周波領域における "ゆらぎ"の観測をめざした

複素帯磁率自動測定装置の試作

2.付着確率の被覆度依存性の理論
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